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《 説明内容 》

１．プロジェクトの実施項目と行動計画

２．ハード対策

３．ソフト対策

４．工事に関するお知らせ

５．その他

・・・・・・・・・・・・・・・・・･



真備緊急治水対策プロジェクト

実施項目と行動計画
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2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

河川管理施設への既往浸水深の表示 国

指定緊急避難場所を追加したハザードマップの作成 市

まるごとまちごとハザードマップの取組の推進 市

関係機関と連携した多機関連携型タイムラインの
作成

国・県・市

タイムラインに基づいた首長等も参加した実践的な

訓練
国・県・市

ハザードマップ等の活用など地域に即した防災に関

する出前講座の実施
国・県・市

「マイ・ハザードマップ」や「マイ・タイムライ

ン」、地域住民等で作成する「地区防災計画」の作
成など住民の早期避難を促す避難体制づくりを推進

市

教員を対象とした講習会の実施、小学生等を対象と
した防災教育の実施

国・県・市

危機管理型水位計を活用した関係機関等への水位情
報のメール配信や、情報入手方法を記載したカード
配付

国・県・市

河川管理者・水防団等による合同巡視を出水期まで
に実施

国・県・市

要排水箇所への排水ポンプ車の配備や、仮設ポンプ

等の導入による排水能力の向上について検討 国・市

実施主体
年度

【排水計画（案）の作成および排水訓練の
  　　　　　　　　　            実施】

【広域避難を考慮したハザードマップの
　　　　　　　　　　　　　作成・周知】

【避難勧告の発令に着目したタイムライン
                             の作成】

【防災教育や防災知識の普及】

【より効果的な水防活動の実施及び水防
　                        体制の強化】

取組内容2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

　・仮設工事

　・掘削・築堤

　・貯水池河道整正

　・締切堤撤去

　・橋梁架設

堤防強化（浸透対策） 国

堤防強化（堤防拡幅） 国・市

堤防強化

堤防嵩上げ

河道掘削、樹木伐採による適切な河川の維持管理

国

県
危機管理型水位計設置

【洪水氾濫を未然に防ぐ対策】

＜末政川・高馬川・真谷川＞

国・倉敷市が連携・協力し、災害時の応急活動・
緊急復旧を迅速に行うための防災拠点の整備

＜小田川＞

【避難行動、水防活動、排水活動に資する
基盤等の整備】

＜小田川、末政川・高馬川・真谷川、大武谷川、背谷

川、内山谷川＞

　　小田川合流点付替え事業

取組内容 実施主体
年度

国・市

＜小田川＞

国

県

国・県・市

「真備緊急治水対策プロジェクト」は、平成30年7月豪雨災害により明らかとなった様々な課題に対し、国、岡山県、倉敷市の３者が策定

したものであり、具体的な行動計画に基づき、倉敷市真備地区における防災・減災の取組を、進めています

継続的に実施

継続的に実施

継続的に実施

継続的に実施

継続的に実施

継続的に実施

設置完了（6基）

設置完了（3基）

2019年度出水期までに作成・全戸配付

2019年度出水期までに作成・運用開始

2018年度より危機管理型水位計を活用した水位情報の配信開始

新川への
通水開始

ハード対策の行動計画 ソフト対策の行動計画

継続的に実施

※行動計画（アクションプラン）とは、「真備緊急治水対策プロジェクト」の取組を「いつ」、「だれが」、「なにを」実施するかを定めたものです。

真備緊急治水対策プロジェクト

3

2020年5月 2020年5月

「真備緊急治水対策プロジェクト」の行動計画（アクションプラン）



真備緊急治水対策プロジェクト

ハード対策
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①

※今後の測量や詳細設計等の結果により範囲等が変わる可能性があります。

4k
0
00

合流点付替え（国）

河道掘削（国）

堤防強化・拡幅（国市）

堤防強化・嵩上げ（県）

小田川：L=7.9km

「真備緊急治水対策プロジェクト」 ハード対策

高
梁
川→

小田川合流点付替え：L=3.4km

■再度災害防止を図るため、小田川合流点付替え、国管理の小田川及び岡山県管理の末政川、高馬川、真谷川において、重点的な堤防整備
（嵩上げ、断面拡大）と洪水時の水位を下げるための河道掘削を実施します

5地理院地図



工事内容
2018年度

（平成30年度）
2019年度

（令和元年度）
2020年度

（令和2年度）
2021年度

（令和3年度）
2022年度

（令和4年度）
2023年度

（令和5年度）
2024年度

（令和6年度）
仮設工事
（迂回路、濁水処理設備）
南山掘削

築堤
（柳井原地区、耕作地）
橋梁架設

締切堤防

合流点付替え（通水）

■小田川合流点付替え事業は、平成２６年度の事業着手から１５年間での完成予定でしたが、平成３０年７月の豪雨を受けて、集中投資と施工方法の
見直し、ＩＣＴを活用した施工を行うi-Constructionの取組を推進し、２０２３年度（令和５年度）の完成を目指す
■主な工事内容は、（１）南山等の掘削とその土砂を使用した築堤、貯水池内の埋土の実施 （２）下流の締切堤上の道路を橋梁に付替え
（３）上下流の締切堤を撤去、小田川を付替え

【国】小田川合流点付替え
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柳井原貯水池

県道

令和2年度実施予定箇所



①南山掘削（R1実施内容）
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【令和元年9月27日撮影】 【令和2年4月27日撮影】

着手前 現在（7ヶ月経過）

令和元年11月5日に伐開に着手 令和2年1月23日に本格的な掘削に着手 令和2年4月 南山山頂の掘削を実施中

高梁川

高梁川

柳井原
貯水池

柳井原
貯水池
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①南山掘削（R1～R2実施内容）

土砂運搬走路

柳井原
貯水池

小田川

【令和2年4月27日撮影】

ほ場整備

□掘削用の大型重機が南山山頂に到達し、令和２年１月２３日より本格的な掘削作業に着手
□南山掘削で発生した土砂や岩砕を貯水池周辺の堤防や貯水池内の埋土に有効活用

南山掘削

今後堤防設置

8
高梁川



①南山掘削（R２実施内容）

□令和２年度は南山の掘削を更に進め、山頂から約４０ｍ掘削（最終は約７０ｍ）を
進める予定

【令和2年4月27日撮影】
高梁川

山頂（標高76m）

R2掘削予定（標高30m）

柳井原
貯水池
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ほ場整備



□南山掘削で発生した土砂を有効活用し堤防工事を実施

②耕作地堤防～柳井原堤防（R２実施内容）

ほ場整備工事
（耕作地）

柳井原
貯水池

【令和2年4月27日撮影】

柳井原地区

堤防

10



③上流締切堤防（R1実施内容）
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【令和元年11月2日撮影】 【令和2年4月30日撮影】

着手前 現在（5ヶ月経過）

令和元年12月 締切堤防の盛土に向けた除草作業 令和2年2月 締切堤防の盛土工事 令和2年4月 締切堤防の護岸工事実施中

小
田
川 小

田
川

南山橋 南山橋

高
梁
川

高
梁
川

高
梁
川



③上流締切堤防（R１～R2実施内容）

□高梁川と小田川を分離するため、現合流点において堤防工事を実施

12【令和2年4月30日撮影】



④下流締切堤防（R2実施内容）

□高梁川と小田川を分離するため、現合流点において堤防工事を実施

南山
高
梁
川
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柳井原
貯水池



工事内容
2019年度

（令和元年度）
2020年度

（令和2年度）
2021年度

（令和3年度）
2022年度

（令和4年度）
2023年度

（令和5年度）
橋  脚

橋  台

上  部

取付道路

開通

製作 架設

⑤市道橋梁工事（全体工程）

■令和４年度中の完成を目指して、令和１～２年度で橋脚、橋台を建設
令和２～３年度で橋梁上部を建設

P1橋脚 P2橋脚 P3橋脚

A2橋台

A1橋台

上部

取
付

道
路

取
付

道
路
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至 船穂

至 柳井原

至 倉敷大橋

橋脚コンクリート打設橋脚鉄筋組立



⑤市道橋梁下部（橋脚）工事
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【令和元年9月26日撮影】 【令和2年4月24日撮影】

着手前 現在

令和元年10月 橋脚の基礎杭工事 令和2年1月 橋脚の鉄筋組立 令和2年4月 橋脚コンクリート工事中

濁水処理設備

濁水処理設備高梁川

高梁川

高梁川

柳井原
貯水池

柳井原
貯水池



⑤橋梁工事（R１～２実施内容）

【令和2年4月10日撮影】

濁水処理設備

橋 脚

16

部分に橋脚、橋台を建設。 部分に上部工を建設。
橋台はR２年度から着手。上部工はR2工場製作、R3現地架設を予定。

橋 脚

橋 脚

橋 台

橋 台

高梁川

柳井原
貯水池



■小田川の河道断面を拡大するため、掘削を実施

⇒ 掘削期間 ： 令和元年～令和３年

⇒ 全体掘削量（予定） ： １９６,０００ （25mプール約545杯）

⇒ 令和２年４月２０日現在： １５９,０００ （約442杯：約81％ ）

掘削工事範囲

琴弾橋
八高橋

宮田橋
箭田橋

福松橋

二万橋

矢形橋

南山橋

R1 掘削完了

掘削前

掘削後

高さ
約３ｍ幅約２８ｍ

H.W.L
河道掘削

小田川の河道掘削

R2 掘削完了予定

R2～R3 宮田堰改築予定

17

R2.5掘削完了

地理院地図



小田川の堤防強化

■小田川等の河道掘削で発生する大量の土砂を有効活用し、
国と倉敷市が連携・協力して堤防強化を実施

■用地取得が完了した箇所から、令和２年度出水期明け
（10月中旬）以降、順次工事着手予定

■堤防強化に関する図面は、各分館または高梁川・小田川緊
急治水対策河川事務所で確認可能

堤防強化整備イメージ

7m

5m
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【国・県・市】堤防強化、堤防嵩上げ 令和２年実施箇所

小田川【国】
①有井・川辺地区において、基盤漏水対策を実施中。令和３年３月までに完成予定
②服部地区において、堤防強化工事を実施中。令和３年３月までに完成予定
③下二万地区において、堤防強化工事に着手。令和２年６月中旬までに完成予定
④有井地区において、堤防強化工事に着手。令和２年１０月中旬頃に着手予定

末政川・高馬川・真谷川【岡山県】
①末政川 有井地区において、用水路（サイフォン）と堤防強化・堤防嵩上げ工事を実施中
②高馬川 箭田地区において、堤防強化・堤防嵩上げ工事を実施中
③真谷川 服部地区において、堤防強化・堤防嵩上げ工事を実施中

大武谷川・背谷川・内山谷川【倉敷市】
令和２年１１月より堤防嵩上げを順次実施予定

①有井・川辺地区
基盤漏水対策

②服部地区
堤防強化

小田川

③服部地区
堤防強化
堤防嵩上げ

①有井地区
用水路

大武谷川・背谷川・内山谷川
堤防嵩上げ

凡 例
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吉備
真備駅

②箭田地区
堤防強化
堤防嵩上げ

川辺宿駅

①有井地区
堤防強化
堤防嵩上げ

備中
呉妹駅

国
岡山県
倉敷市

④有井地区
堤防強化

※６月１6日～１０月２０日までは、梅雨・台風のため、堤防を弱体化する工事は行いません。

③下二万地区
堤防強化



①有井・川辺地区（南側） 基盤漏水対策（R1～R2実施箇所）

工事箇所

標準横断図

矢板

護岸

※このたびの護岸工及び矢板工に加え、
今後、堤防強化を実施予定です。

小田川

令和2年1月21日撮影 20

□基盤漏水対策が必要な区間が約1,000m、令和元年度に770m完了

□令和２年度で残りの230mを実施し対策完了

令和2年２月撮影令和元年９月撮影

着手前
現在
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②服部地区（八高橋～新田樋門） 堤防強化（R1～R2実施箇所）

工事箇所

標準横断図

築堤盛土

7m

ドレーン

※服部地内では、堤防の基盤漏水対策は必要ありません。

小田川
擁壁

21令和２年4月撮影令和元年9月撮影

□堤防強化が必要な区間が約1,000m、令和元年度に工事着手
□令和２年度も引き続き工事を実施し対策完了

着手前 現在



③下二万地区（南側） 堤防強化（R2実施箇所）

□堤防強化が必要な区間は約300m
□令和２年６月中旬までに工事完了予定

22令和２年4月撮影

着手前

標準横断図

築堤盛土

7m

※下二万地区では、
堤防の基盤漏水対策は必要ありません。

小田川

工事箇所



④有井地区（北側） 堤防強化（R2実施箇所）

□堤防強化が必要な区間は約1,000m
□令和２年１０月中旬頃に工事着手予定

工事箇所 標準横断図

7m

※有井地区では、堤防の基盤漏水対策は必要ありません。

築堤盛土

ドレーン

小田川
擁壁
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築堤盛土

ドレーン

小田川

7m



末政川（真備町有井地内）
堤防嵩上げ、ドレーン、水路

高馬川（真備町箭田地内）
堤防嵩上げ、ドレーン、水路

真谷川（真備町服部地内）
堤防嵩上げ、ドレーン、水路

末政川（真備町有井地内）
用水路（サイフォン）

堤防嵩上げ

堤防嵩上げ
ドレーン ドレーン

ドレーン ドレーン

ドレーン

用水路（サイフォン）

パラペット
堤防嵩上げ

【凡例】
決壊箇所（県）
決壊箇所（国）
浸水範囲

末政川・高馬川・真谷川の堤防強化・堤防嵩上げ
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工事概要

ドレーン

ドレーン

築堤盛土築堤盛土

標準断面図

右岸(西側)

左岸(東側)

堤防嵩上げ

堤防強化

令和２年５月上旬1

右岸(西側)

築堤盛土

ドレーン

末政川事業区間 L=1.37km

築堤工事
L=160.0m

岡橋工事 N=下部工2基

大日橋工事
N=下部工2基

サイホン工事 N=1式

築堤工事
L=220.0m

築堤工事
L=137.8m

築堤工事
L=102.2m

地理院地図

決壊復旧箇所

R元年度工事箇所

R2年度工事予定箇所

※R2年度施工箇所については用地取得状況等により、
施工箇所及び延長が変更となる可能性があります

1

事
業
区
間
L
=
1
.3
7
k
m
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末政川 工事実施及び予定箇所



有井橋架替工事に伴う橋梁部（市道真備町川辺146号線）の全面通行止めについて

有井橋の橋面は、上下流の堤防高と比べて低くかったた
め、橋面を超えて溢水（水があふれ出る）し、堤防決壊に
至りました。
このため末政川の堤防高さを小田川の堤防高さまで

嵩上げを行い、有井橋も堤防と同じ高さで架け替える
（約3m嵩上げ）こととしました。

経緯及び状況

・有井橋工事については、占用物件移設後、令和３年
４月から全面通行止めとし、橋の架け替え工事に着手
します。

・有井橋の全面通行止め期間は、令和３年度～令和
４年度の概ね２か年を想定していますが、施工状況
により、延長する可能性があります。

・全面通行止めにより、交通渋滞や交通混乱等大きな影
響が懸念されるため、令和2年度中に全面通行止めに対
する安全対策、広報・周知を行う予定としています。

有井橋の工事について
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平面図

工程表（案）

占用物件
移設

旧橋撤去

下部工
上部工
取付道

全面通行止
期間

工事内容
４月～７月 ８月～1１月 １２月～３月 ４月～７月

令和２年度 令和３年度

８月～1１月 １２月～３月

令和４年度

４月～７月 ８月～1１月 １２月～３月
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有井橋架替工事に伴う橋梁部（市道真備町川辺146号線）の全面通行止めについて



工事概要

ドレーン

ドレーン

築堤盛土築堤盛土

標準断面図

右岸(西側)
左岸(東側)

堤防嵩上げ

堤防強化

令和２年５月上旬
2

ドレーン

左岸(東側)

築堤盛土

築堤工事
L=160.0m

築堤工事
L=80.0m

築堤工事
L=100.0m

地理院地図

築堤工事
L=153.0m

築堤工事
L=203.0m

高馬川事業区間 L=0.78km

決壊復旧箇所

R元年度工事箇所

R2年度工事予定箇所

※R2年度施工箇所については用地取得状況等により、
施工箇所及び延長が変更となる可能性があります

2

事
業
区
間
L
=
0
.7
8
k
m
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高馬川 工事実施及び予定箇所



工事概要

ドレーン

築堤盛土

標準断面図

右岸(東側)左岸(西側)

堤防嵩上げ

堤防強化

パラペット

令和２年５月上旬3

ドレーン

築堤盛土

右岸(東側)

築堤工事
L=280.0m

札場橋
冠水対策工事
N=1式

築堤工事
L=549.0m

真谷川事業区間 L=1.21km

築堤工事
L=402.9m

築堤工事
L=400.0m

地理院地図

決壊復旧箇所

R元年度工事箇所

R2年度工事予定箇所

※R2年度施工箇所については用地取得状況等により、
施工箇所及び延長が変更となる可能性があります

3

事
業
区
間
L
=
1
.2
1
k
m
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真谷川 工事実施及び予定箇所



【倉敷市】大武谷川・背谷川・内山谷川 堤防嵩上げ

29

○ 地質調査及び測量
・令和元年度に完了

○ 設計
・現在、詳細設計の作業中
・工事着手前に地元説明を行う予定

○ 堤防嵩上げ範囲
大武谷川 国道から上流 約410ｍまで
背谷川  国道から上流 約260ｍまで
内山谷川 国道から上流 約300ｍまで

<現在の状況>

<今後のスケジュール>

○ 河川堤防の嵩上げ工事を今年度より着手する

○ 工事
令和２年１１月頃より、各河川とも施工可能な箇所から堤防嵩上げ工事に着手

小田川

＜河川堤防の安全性の向上＞



【関連工事】高梁川 3か年緊急対策実施状況

倉敷市

総社市

10
k

0k

20
k

高
梁
川

→

鶴新田箇所（高潮耐震対策）

清音古地箇所（樹木伐採・河道掘削）秦・宍粟箇所（樹木伐採・河道掘削）

山陽新幹線

高
梁
川→

高
梁
川→

高
梁
川→

水島大橋

樹木伐採・河道掘削

樹木伐採・河道掘削

樹木伐採・河道掘削
堤防の高潮・耐震対策

※写真は代表的な箇所を示しています。
※対策範囲は現地の状況により変更となる場合があります。

西阿知箇所（樹木伐採）

中原・井尻野箇所（樹木伐採）

※詳細な整備内容は現在検討中

整備イメージ 川辺箇所（堤防強化）

酒津箇所（樹木伐採・河道掘削）
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小田川合流点付近の工事状況

R1.9月より掘削実施中
（清音地区掘削量約21万m3の内、約５割実施済）

R2.11月より掘削予定

※工事実施範囲等は現地状況等により変更となる場合があります。

【関連工事】高梁川（川辺付近）の工事実施

撮影 R1.10月

山陽新幹線

山陽新幹線

施工前

現 在
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新本川合流点より下流の工事状況

川辺橋

R2.11月より堤防強化工事着手予定

※川辺橋付近はH19年に災害復旧
により堤防強化実施済

R2.1月より順次伐採中（黄線範囲）

※工事実施範囲等は現地状況等により変更となる場合があります。

【関連工事】高梁川（川辺付近）の工事実施予定

取水施設

浄水場

ボーリング調査箇所
（既往）

R2.5月 堤防補修工事着手

撮影 R1.10月

着手前

着手前

現在

現在

川辺橋 上流付近

川辺橋 下流付近

総社大橋 総社大橋

川辺橋 川辺橋

高
梁
川

高
梁
川
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真備緊急治水対策プロジェクト

ソフト対策
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倉敷市災害に強い地域をつくる検討会の設置

≪検討内容≫
【住民への情報提供や周知の在り方】
○ 住民による防災情報の入手や確実な伝達

【住民による自主的な避難を促進するための検討】
○ 地区防災計画の策定支援
・住民が自主的に取り組む防災体制への支援
・防災活動を契機とする地域づくり

○ 防災教育の推進
・小学生などを対象とした防災教育の環境づくり
・「自らの命は自らが守る」意識の徹底と災害リスクや災害時に取るべき
避難行動の理解促進

○ 避難行動要支援者の避難対策の推進
・要支援者の在り方、防災と福祉が連携した避難行動に対する理解促進

○ 地域における防災力の強化を図るため、「倉敷市災害に強い地域をつくる検討会」
を設置し、災害時の住民避難について、住民への情報提供や周知の在り方、住民に
よる自主的な避難を促進するための検討を行います

※令和元年度末までに行動計画の取りまとめを予定していましたが、新型コロナウイルス感
染症対策のため中断しています。夏以降に再開予定です。

【検討会開催の様子 】
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地区防災計画の策定支援

地区防災計画の作成

地 域 防 災 計 画

地 区 防 災 計 画

倉敷市

住民等

自主防災会では何をすべきかな

反映

地区防災計画（例）

みんなで何ができるかな

【地区防災計画策定に向けた
ワークショップの様子 】

防災マップ

35

※新型コロナウイルス感染症により、地域での集会
などが開催できないため中断しています。夏以降に
再開予定です。

○ 地区防災計画は、地域における防災力を高めるため、各地区の地域的特徴を踏まえて、
地区住民が主体となって策定する計画で、市はこれを支援する

○ 平常時、発災前後（避難行動、避難所開設）、避難所生活等について、地区が必要な
事項（組織づくり、防災マップ、避難場所・ルート確認、備蓄、防災教育、訓練、避難
所運営など）を地区の住民で話し合いを促進する



【岡田小学校避難所（平成30年7月豪雨災害）】

避難所における感染症対策

○ 新型コロナウイルス感染症の感染のリスクがある中での、災害時の避難のあり方や避難
所の運営方法などを検討しています

36

避難所は、短時間に不特定で多数の人が集まり、
「３密」が避けられない状況

感染症対策が困難な環境

〇 指定避難所以外の場所へ避難できる仕組みを検
討する

○ 避難所において、体調の悪い方を見つける仕組み
を検討する

○ 避難所での密集を避ける仕組みを検討する
〇 衛生（感染予防）を徹底する仕組みを検討する

【検討内容】

市では、マスク・消毒液、体温計など衛
生備品の確保の準備をしています

【市民の皆さまへのお願い】
避難所の過密状態を防ぐため、
親戚や友人の家などへの避難
を、平時から話し合っておき
ましょう

【避難所の現状】



用地取得 68筆（83％）完了

工事進捗率 28％
施工区間延長 431ｍ

〇国道４８６号（真備町尾崎地内・妹地内）は、内山谷川と背谷川の堤防を開削している箇所
であり、内山谷川及び背谷川が大雨により河川水位が上昇した場合に、陸閘により浸水を防ぐ
必要があるため、操作規則に基づき陸閘を設置します。

※現在、陸閘の解消に向けて、現地の地質や地形の調査、河川管理者と協議を実施中

[ 内山谷川陸閘設置イメージ図 ][ 背谷川陸閘設置イメージ図 ]
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大雨時における陸閘の対応について



真備地区における大雨時の対応

38

抜本的な治水対策である真備緊急治水対策（ハード対策）が完成する令和５年度までの間、
河川管理者である国土交通省高梁川･小田川緊急治水対策河川事務所（以下「国」という）及
び岡山県備中県民局（以下「県」という）と倉敷市真備支所は情報共有体制を強化し、下記の
とおり対応を実施します。

１．真備支所への情報共有体制強化

これまで、国及び県から倉敷市災害対策本部（水防本部）へ一元的に共有される災害情報は、災害対策

本部から真備支所（地区本部）にも情報共有されていましたが、より迅速な対応が図れるよう、今後は、

国及び県がそれぞれ管理する河川のパトロール結果等について、倉敷市災害対策本部に加えて、真備支所

にも直接情報を共有します。

さらに、レベル３相当に水位が到達することが見込まれるような場合、国は職員を真備支所に派遣し、

一体となって洪水対応を実施します。

２．真備地区における大雨時の対応について

国、県、市は高梁川水害タイムラインに基づき対応を実施します。

３．陸閘の閉鎖について

末政川（担当：倉敷市）、内山谷川、背谷川（担当：岡山県）の陸閘を閉鎖します。



真備地区における大雨時の対応（国・県・市の主な動き）
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体制等 主な内容

レ
ベ
ル
０

・情報収集

レ
ベ
ル
１

水防団待機水位
（矢掛2.50m、
酒津7.40m）

・体制整備

レ
ベ
ル
２

氾濫注意水位
（矢掛2.80m、
酒津8.70m）

レ
ベ
ル
３

避難準備・
高齢者等避難開始

避難判断水位
（矢掛3.40m、
酒津11.60m）

・真備支所に職員派遣（国）

レ
ベ
ル
４

避難勧告
避難指示（緊急）

氾濫危険水位
（矢掛3.90m、
酒津12.00m）

レ
ベ
ル
５

命を守る最善の行動
越水・破堤
（可能性含む）

※時系列はあくまで目安であり、気象の状況等により柔軟に対応します。
※矢掛の水位は矢掛水位観測所（国）の水位です。

国交省高梁川･小田川緊急治水対策河川事務所、
岡山県備中県民局、倉敷市真備支所の主な動き

小田川、高梁川
の水位

（下記の水位は全て
　国の水位観測所値）

レ
ベ
ル

避難情報

・
パ
ト
ロ
ー
ル

・
水
位
確
認

・
被
害
情
報
収
集

・
応
急
対
応

・職員退避（国）（安全な場所で復旧対策の検討・調整）

※一部の職員は真備支所に残って対応を続ける予定

・

緊

急

・土のう配布

・水路・ため池の事前排水

・小田川事前排水（宮田堰、八高堰の開放）

・排水樋門順次閉門

・内水排水ポンプ順次稼働

・陸こう閉鎖順次開始

（末政川、内山谷川、背谷川）

・広報車での周知

・エリアメール等で周知（高齢者等避難）

・避難所開設

・堤防が低い猿掛・井ノ口地区への

大型土のう設置

・エリアメール等で周知（全員避難）

・広報車での周知

・排水機場、樋門管理操作員順次退避

・エリアメール等で周知（命を守る行動）



簡易型カメラの設置
□リアリティーのある気象の状況や河川の状況を住民一人一人に伝達するため、河川監視カメラを活用し、通常の文字情報に加え、
画像・映像によるリアリティーのある災害情報の積極的な配信を行う
□真備地区において既存の河川カメラ３基に加え、簡易型カメラを国が６基、県が３基を増設。国は映像配信中。県は６月から配信予定

【確認方法等】
専用サイト「川の水位情報」からインターネットを通じて、
どなたでも閲覧していただけます。
URL https://k.river.go.jp/

※河川カメラは、夜間も映像を観ることはできますが、
簡易型カメラは、夜間は映像を観ることはできません。

真
谷
川
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簡易型カメラ増設箇所

国

国

国

国
国

国

県

県

県



水位表示板設置箇所

高梁川

※設置したイメージを表現しており実際の状況とは異なる場合があります。

橋脚への水位表示板の設置

41【氾濫注意水位】
・水防団の出動の目安

【避難判断水位】
・市町村長の避難準備・高齢者等避難開始の発令判断の目安
・住民の氾濫に関する情報への注意喚起

【氾濫危険水位】
・市町村長の避難勧告等の発令判断の目安
・住民の避難判断の参考になる水位

氾濫注意水位

氾濫危険水位

氾濫の発生

避難判断水位

水位表示板設置箇所

□新川辺橋への水位表示板設置は令和２年６月中旬（出水期）までに実施予定

新川辺橋

総社市清音

倉敷市真備町

高梁川

警 戒
レベル

5

（
危
険
）
4

（
警
戒
）
3

（
注
意
）

2

1
41



マイ・タイムライン

■ 円滑な避難のためには住民一人ひとりがそれぞれに合った適確な避難行動をとることが重要との認識の下、自分自身に合った避難に
必要な情報・判断・行動を把握し、「自分の逃げ方」を手に入れるツールがマイタイムライン

■ 堤防決壊のあった鬼怒川の流れる茨城県常総市を中心に展開しているマイタイムラインを真備版として作成
■令和２年度からは、倉敷市全６３小学校の授業で活用が決定
■出前講座も実施していますので、高梁川・小田川緊急治水対策河川事務所にお問い合わせください

小学校や学童でマイ・タイムラインを説明

～逃げキッドの中身～

１
２

３
４ ６

５

高梁川・小田川緊急治水対策河川事務所ウェブサイト
マイ・タイムライン作成支援ツール～逃げキッド～
http://www.cgr.mlit.go.jp/takaoda/mytimeline/nigekid.html 42
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LINEを活用した被害状況の共有（6/2に練習します！）

■ H30.7豪雨災害において①避難時の道路冠水状況②被害の全容把握が困難だった
■行政だけでは大雨時の被災状況をリアルタイムに把握することは困難

⇒大雨時の地域の状況をLINEを活用し、地域全体（市民間）で情報共有できないか？
⇒今年度、システムを試験的に運用するため、６月２日（火）１２：３０～１３：３０に一緒に練習しましょう！

※本システムR2年出水期間中は利用できる予定です

LINEで被害状況を投稿したイメージ

※今回運用は神戸市で試験された情報共有アプリをそのまま利用して行います。
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LINEの使い方

①まずは、登録を！
（SIP防災訓練と友だちになる）

LINEの検索画面で、「SIP防災訓練」を入力し、
「 SIP防災訓練」を友だち追加

②訓練参加

メニューの「訓練参加」を押した後、
「高梁川小田川防災訓練」が出てくるので、
参加を押す

※ユーザー登録は不要

今年度の情報共有にご理解・ご協力いただける方は、このＬＩＮＥの使い方により登録してください。
また、６月２日（火）の市民参加による練習にも是非ともご参加ねがいます！



45

③災害情報を入力

メニューの 『災害情報登録』を押す。

指示に従い、左下のキーボードボタンを押し
て、詳しい情報を入力

例）浸水など

④災害情報の入力・登録

指示に従い、位置情報、写真を投稿
最後に「登録」を押して完了

LINEの使い方
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⑤地図確認

メニューをタップし、『報告を地図でみる』を選択し、見たい「日時を設定」すると、登録されている場所
が見られます。※免責事項を承諾してログインして下さい。

地図上で、マーカーをタップして、報告内容が確認できます。

LINEの使い方
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登録した

・文字情報
・位置
・写真

※投稿者はLINE Userとなり、
個人情報はでません
（ユーザー登録しても同じです。）

LINEの使い方

⑥個人情報

投稿者の個人情報は表示されません。



真備緊急治水対策プロジェクト

工事に関するお知らせ

48



ダンプトラック等のステッカー掲示について

49

国・岡山県関係工事車両には、歩行者や一般車両等への交通安全対策や過積載防止等のため、発注機関や工事箇所等が特定
できるよう国と岡山県で定めるステッカーを車両に下図のとおり設置しています

＜ステッカー掲示例＞

０1
業者名

（岡山県）

黄色

水色

緑色

ベースカラー 河川名

末政川

高馬川

真谷川

岡山県工事車両国工事車両

◆小田川堤防強化関連工事

＜ステッカー掲示例＞

◆小田川合流点付替え関連工事

（ダッシュボード）

＜ステッカー掲示例＞



真備緊急治水対策プロジェクト

その他
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情報発信

国土交通省
高梁川・小田川緊急治水対策河川事務所
ウェブサイト
http://www.cgr.mlit.go.jp/takaoda

Ｆａｃｅｂｏｏｋ
公式アカウント
@takaoda2019

Ｉｎｓｔａｇrａｍ
公式アカウント
@takaoda2019

@mabiinfo-gyousei

□国からの発信

□国・岡山県・倉敷市からの発信
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□岡山県からの発信

□倉敷市からの発信

岡山県河川課
ウェブサイト

https://www.pref.okayama.jp/soshiki/64/

おかやまの土木・建築
（岡山県土木部ｆａｃｅｂｏｏｋ）

まび復興だより
https://www.city.kurashiki.okayama.jp/33087.htm



問合せ

真備緊急治水対策プロジェクト

□国土交通省に関すること
（小田川合流点付替え、小田川堤防整備、小田川河道掘削）
国土交通省 高梁川・小田川緊急治水対策河川事務所
電話 ０８６－６９７－１０２０

メールアドレス：info-takaoda@cgr.mlit.go.jp

□岡山県に関すること
（末政川、高馬川、真谷川堤防整備）
岡山県 備中県民局 建設部 河川激甚災害対策班
電話 ０８６－４３４－７１５７

□倉敷市に関すること
倉敷市 建設局 災害復興推進室（ハード対策）
電話 ０８６－４２６－３４６０

メールアドレス： reprm@city.kurashiki.okayama.jp
倉敷市 総務局 防災危機管理室（ソフト対策）
電話 ０８６－４２６－３１３１

メールアドレス：dapvt@city.kurashiki.okayama.jp
52


